
2023年度改訂 

レベル Core 
科目群記号 A 科目群 研究機関と URA 
科目番号 1 科目名 大学等の研究機関 
研修時間 45 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 URA 業務の高度化のために，⼤学を取り巻く諸々の政策・施策の作られ⽅やそれらの概
要を解説するとともに，⼤学に対する評価のされ⽅，そして社会に対して研究機関がどうあ
るべきかを考える上で参考になる国際的な宣⾔と⽬標を紹介する。これらの情報は URA 業
務の質の向上に資する。 

＜達成目標＞ 
1. 大学を取り巻く政策や文部科学省の施策等を理解して，URA 業務に当たることがで

きる。 
2. 大学に対する外部の評価を意識しながら，URA 業務に当たることができる。 
3. 大学と社会のあるべき関係を意識しながら，URA業務に当たることができる。 

＜キーワード＞ 
政府等の政策，文部科学省等の施策，大学に対する評価，社会と科学 

＜内容＞ 
1. 大学を取り巻く政策等の議論の場 
・科学技術・学術審議会 ・総合科学技術イノベーション会議 ・経済財政諮問会議 ・
経済界 等 

2. 大学改革に向けた文部科学省の施策 
・国立大学法人化 ・国立大学経営力戦略 ・若手人材の確保 ・研究支援体制の強化
（URA，SD 等） 等 

3. 大学に対する評価 
・公的な評価（独立行政法人大学改革支援・学位授与機構等） 
・準公的な評価（公益財団法人大学基準協会，一般社団法人日本技術者教育認定機構等） 
・民間の評価（大学ランキング（世界及び国内）等） 

4. 社会と科学 
・ブダペスト宣言 ・SDGs  

 
  



2023年度改訂 

レベル Core 
科目群記号 A 科目群 研究機関と URA 
科目番号 2 科目名 日本の URA 
研修時間 90 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 URA として，あるいは URA 部署を越えた人材として発展し，研究活動の活性化や組織
の機能強化に，より一層貢献するために，自身の将来のキャリアを考える機会とする。また，
世界の URA との交流のために，各国の URA 組織と業務の傾向を紹介する。そして，キャ
リアアップの一助となる自身の質の向上に資する URA の認定制度について説明する。 

＜達成目標＞ 
1. URAとして将来のキャリアを自身で描き，目標と為すべきことを把握する。 
2. 海外のURA の業務を理解することで，国際的な視野で研究活動の活性化等を理解し，

海外の関連専門人材との交流を円滑にすることができる。 
3. URAスキル認定制度を理解するとともに，認定に向けて為すべきことを把握する。 

＜キーワード＞ 
URA のキャリア，海外の URA，URA 機能の評価，URA の認定制度 

＜内容＞ 
1. URA のキャリア 
 ・URA としてのキャリアパス 
 ・海外の URA人材のキャリアラダー 
2. 海外の URA ネットワーク 
 ・各国の URA団体 
 ・諸外国の URA 団体と比較した日本の URA団体の特徴 
3. URA 機能の評価 
 ・研究大学強化促進事業における取り組み 
 ・URA 機能整備の効果把握指標の取り組み（米国の例，日本への示唆） 
 ・研究推進支援専門人材の配置効果の実証分析 
4. URA の認定制度 
 ・認定制度に至る背景 
 ・検討過程での議論と基本的考え方 
 ・認定制度の枠組  



2023年度改訂 

レベル Core 
科目群記号 B 科目群 研究力分析とその活用 
科目番号 3 科目名 科学技術政策概論 
研修時間 55 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 科学技術政策の中で大学・研究者及び URA に求められている役割を認識した上で，それ
に資する具体的な施策やその作られ方を知る。また，大学/研究機関におけるそれらへの対
応の現状を知る。 

＜達成目標＞ 
1. 科学技術政策に関する情報を自ら得られるようになる。 
2. 所属する大学/研究機関の執行部や研究者に，研究推進に関する科学技術政策の現

状を紹介できるようになる。 

＜キーワード＞ 
科学技術政策，科学技術基本計画，統合イノベーション戦略，総合科学技術・イノベーショ
ン会議，科学技術関係予算，競争的資金と基盤的経費 

＜内容＞ 
1. 科学技術政策動向と予算 
2. 大学/研究機関・研究者に求められている役割とその現状 
3. URA に期待されている役割とその背景・現状 
4. URA が把握しておくべき政策とその動向確認の方法 
 
  



2023年度改訂 

レベル Core 
科目群記号 B 科目群 研究力分析とその活用 
科目番号 4 科目名 研究力分析とその活用 
研修時間 90 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 URA の研究戦略推進支援業務の要素となる，研究力の調査分析について，個別の研究者，
プロジェクトの支援に活用できる事項並びに組織の状況把握を行うための基本的な事項を
学ぶ。 

＜達成目標＞ 
現状把握，強み・弱みなどのセールスポイントの分析，プロジェクトの進捗管理・把握，他
の研究機関との比較（ベンチマーキング）等，日常的な業務に対応できる基本的なスキルを
学ぶ。 

＜キーワード＞ 
計量書誌学，科学計量学，大学ランキング，大学ベンチマーキング 

＜内容＞ 
1. 分析活動の目的 
2. 文献データベースにおける指標はどのように計算され，何をあわらしているか 
3. 文献データ以外のデータと紐付けた分析とそのデータ収集 
4. 文献データ等の抽出・整理・加工 
 
  



2023年度改訂 

レベル Core 
科目群記号 C 科目群 研究開発評価 
科目番号 5 科目名 研究開発評価 
研修時間 65 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 研究開発評価の概念やロジックモデルなどの基本ツールを踏まえ，所属する研究機関が
研究開発事業の評価を受ける際に適切に対応できるようより実践的な知識を解説する。ま
た，研究機関内で URA 等が企画・実施する研究開発事業を適切に実施するための考え方を
説明する。 

＜達成目標＞ 
1. 所属する研究機関が研究開発事業の評価を受ける際に適切に対応できる。 
2. 研究機関内で URA 等が企画・実施する研究開発事業（プログラム）を適切に運営

できる。 

＜キーワード＞ 
プログラムマネジメント，ロジックモデル，アウトプット，アウトカム，インパクト，PDCA
サイクル，KPI 

＜内容＞ 
1. 研究機関レベルの研究開発評価 
・研究機関内の研究開発事業 
    - プログラムマネジメントとロジックモデル 
 
  



2023年度改訂 

レベル Core 
科目群記号 D 科目群 外部資金 
科目番号 6 科目名 外部資金概論 
研修時間 45 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 Fundamental レベルの知識があることを前提に，研究者ごとに適切な公募情報を提供す
ることができるとともに，研究機関を対象とした外部資金の獲得に URA として貢献できる
知識と能力を習得するための情報を概説する。また，研究費の適正管理と不正使用防止のた
めの注意点も概説する。また，大学等研究機関が関与するものの，申請主体が他セクターと
なる外部資金についても，その存在や手続き等について一連の流れを学ぶ。 

＜達成目標＞ 
1. 外部資金（特に政府系）に関わる時系列を知っている（概算要求の仕組み，概算要

求等）。 
2. 各研究者に対して適切な公募情報を提供するために，公募等の背景にある政策に関

わる情報を正しく理解できる。 
3. 海外グラントの申請に必要な学内ルールや関係法令等に関する知識を把握できる。 
4. 外部資金を取りに行くための学内手続きを理解できる。 
5. 個々の研究者に対して，研究費の適正管理や不正使用防止の具体的注意喚起ができ

る。 

＜キーワード＞ 
様々なタイプの外部資金（海外グラント含む）情報の収集，研究者情報の収集，機関として
応募する外部資金，研究費不正防止 

＜内容＞ 
1. 外部資金（政策誘導型資金）のライフサイクル 
2. 外部資金情報の収集（オーソドックスなもの以外の見付け方） 
3. 研究者情報の収集（書誌データ，報道発表，これまでの外部資金獲得等） 
4. 機関を対象とした競争的資金 
5. 研究費の適正管理や不正使用防止 
 
  



2023年度改訂 

レベル Core 
科目群記号 D 科目群 外部資金 
科目番号 7 科目名 申請書・報告書の作成支援 
研修時間 90 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 趣旨に合致した申請の中から最適な提案を選考する効率的な審査を行うための申請書，
また得られた成果を，研究者自身のみならず FA 機関も次に繋げられる報告書とするため，
URA として研究者等に事業の背景や狙いを適切に伝えるとともに，申請書・報告書作成お
いて適切な助言ができるスキルを学ぶ。 
イメージ：大型個人申請，機関申請（予算規模：1,000 万円以上） 

＜達成目標＞ 
1. 政策課題対応型外部資金の背景を理解できる。 
2. 政策課題対応型外部資金の背景を研究者に適切に伝えることができる。 
3. 政策課題対応型外部資金の背景を理解し，機関の体制整備等について関係部署と調

整できる。 
4. 審査基準，事後評価基準を踏まえ，適切な申請書・報告書の作成を支援できる。 
5. 外部資金の背景を踏まえた研究チーム構築の支援ができる。 
6. プロジェクトの成果を次のプロセスに繋がる報告書としてまとめる支援ができる。 
7. 事業の趣旨と提案内容を踏まえた適切な積算，また経費の執行に基づく申請書・報

告書作成の支援ができる。 
8. 研究計画に適した関連法例について助言できる。 

＜キーワード＞ 
申請書，報告書，政策誘導型外部資金，経費積算・執行，関連法令 

＜内容＞ 
1. 政策誘導型外部資金 
2. 事例紹介 
3. 機関内体制整備の事例紹介 
4. 研究チーム構築支援の事例紹介 
5. 機関の会計ルールと FA（事業）の会計ルール 
 
  



2023年度改訂 

レベル Core 
科目群記号 E 科目群 研究プロジェクト 
科目番号 8 科目名 研究プロジェクトのマネジメント手法 
研修時間 75 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 研究プロジェクトの創出から運営までの一連のプロジェクトマネジメント工程について，
Fundamentalレベルで修得した基本的知識に基づき大型研究プロジェクト（複数の連携機関が
参画する研究プロジェクト）のマネジメントが実践できる知識を修得する。具体的には，「研
究企画・構築」，「秘密情報のマネジメント」，「研究成果のマネジメント」，「プロジェクト運営
マネジメント」の 4 つの項目から，大学等研究機関を拠点とする大型研究プロジェクトの構
想･立案，研究資源の確保，研究組織案の策定（分担機関（民間企業・自治体を含む）との連
携），研究プロジェクトの起動・運営・マネジメント，研究リーダー・研究分担機関との連携
と役割分担など，大型研究プロジェクトのマネジメントを担うために必要となる知識を修得と
する。 

＜達成目標＞ 
1. 研究プロジェクトの背景や目的を理解し，対処すべき課題と対処時期，優先順位を理解し，

自らもしくは関係者を巻き込み，研究プロジェクトの成立・成功に向け，行動できる知識を
修得する。 

2. 研究プロジェクトに関係する学内外の組織・機関の目的・論理と，研究リーダー，研究者の
目的・期待の両方を理解した上で，研究プロジェクトを実装するためのコミュニケーション
や多面的な調整に必要な知識を修得する。 

3. なお，本科目については，研究プロジェクトの状況により，必要となる知識・スキルの重要
度は異なることを前提とし，「研究企画・構築」，「秘密情報のマネジメント」，「研究成果のマ
ネジメント」，「プロジェクト運営マネジメント」の 4 つの項目にフォーカスし，研究プロジ
ェクトのマネジメント手法に関する知識を修得することを目標とする。 

＜キーワード＞ 
研究プロジェクトマネジメント，企画・構築，秘密情報，研究成果，プロジェクト運営 

＜内容＞ 
1. 研究企画・構築 
2. 秘密情報のマネジメント 
3. 研究成果のマネジメント 
4. プロジェクト運営マネジメント  



2023年度改訂 

レベル Core 
科目群記号 F 科目群 セクター間連携 
科目番号 9 科目名 産学官連携 
研修時間 65 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 産学官連携の動向や役割を深く理解し，企業をはじめとする外部機関等との間で Win-
Win となる適切な産学官連携を企画提案，調整，推進するために必要な実務に関する知識
とスキルを習得する。 

＜達成目標＞ 
1. 産学官連携の最新の動向について理解する。 
2. 産学官連携の具体的な連携形態・類型について理解する。 
3. 産学官連携におけるマッチング，契約交渉及び知的財産の活用について深い理解を

持って実行するスキルを身に付ける。 

＜キーワード＞ 
産学官連携，競争的資金，共同研究，受託研究，大型プロジェクト，コンソーシアム，マー
ケティング，マッチング，契約交渉，技術移転，リスクマネジメント，事例研究 

＜内容＞ 
1. 産学官連携の最新の動向 
2. 産学官連携の具体的な連携形態・類型 

・ 企業ニーズに基づく連携 
・ 大学研究シーズに基づく連携 
・ 複数機関が参画する連携プロジェクト 
・ コンソーシアムの形成 
・ 大学発ベンチャー企業 

3. マッチング，契約交渉及び知財活用の課題把握 
・ 適切な連携企業の探索と情報発信 
・ 連携先機関との契約交渉の争点，留意点 
・ 産学官連携における知財活用 

 
  



2023年度改訂 

レベル Core 
科目群記号 F 科目群 セクター間連携 
科目番号 10 科目名 地域連携 
研修時間 55 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 地域連携の様々な事例を通じて，連携が成り立つための条件について理解し，それぞれの
セクターのインセンティブ構造の違いを理解する。また，地域課題の発掘から，課題を解決
する連携プロジェクトの企画提案，チーム組成，調整，運営するために必要な地域連携の実
務に関する知識とスキルがどのようなものなのか理解する。既にテーマが決まった地域連
携プロジェクト（あるいはシステム）の学内外セクターに対するマネジメントの在り方を事
例をベースにして学ぶ。 

＜達成目標＞ 
1. 地域連携の具体的な連携形態・類型について理解する。この類型化は，イニシャチブを

取るセクターによって性格が大きく変わるので，これによる分類と，プロジェクトなの
か，仕組み（システム）なのかで，活動の内容が異なるので，これによる類型化も行う。 

2. 先行する地域連携事例を通じて理解を深める。また，その際に外形的な取り組み内容だ
けはでなく，URA（産学連携 CD 等の類似職を含む）が，具体的にどういったことを
担ったのか，その際に必要な知識やスキルがどういったものであるのかを学ぶ。 

＜キーワード＞ 
地域連携，社会貢献，地域課題の解決，地方創生，自治体との連携，連携協定，プロジェク
ト組成 

＜内容＞ 
1. 地域連携の施策の動向について 
2. 地域連携のイニシャチブを取るセクターから⾒た連携形態・類型   
・官が主導する地域連携 
・⼤学が主導する地域連携 
・産セクターが主導する地域連携 

3. 学⽣や地域住⺠が参画する連携プロジェクト   
4. 先⾏する地域連携事例の分析 
・地域連携プロジェクトや仕組みを通じて⼤学が成果を創出する等のインセンティブが
得られるための条件  

・研究活動に直接タッチせずその地域連携のマネジメントをする⽴場の⽅における留意
点   



2023年度改訂 

レベル Core 
科目群記号 G 科目群 知的財産 
科目番号 11 科目名 知的財産 
研修時間 75 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 URA 業務における知的財産権の位置づけを明確化した構成。特に研究者とのコミュニケ
ーションにおいて，どのように会話を構成すれば研究内容の把握が可能かという点につい
て，知的財産権の観点から解説している。 

＜達成目標＞ 
1. 研究者とのコミュニケーションの中から発明を発掘し，技術を理解し，権利として

獲得すべき発明の成果を見極める。 
2. バックグランド IPやフォアグランド IP についても見解を述べることができるスキ

ルを身につける。 
3. 研究と知的財産権の関係性を把握し，過去の事例も話ができる。 

＜キーワード＞ 
知的財産権・特許・著作権・データベース・バックグランド IP・フォアグランド IP・ベン
チャー起業支援 

＜内容＞ 
知的財産権の知識がいかに URAの活動にリンクするかということを，バーチャルの事例を
用いて解説。特に URA が研究者とコミュニケーションを行う際，どのような観点を持つこ
とが重要かということについて，知的財産権の観点からアプローチしている。また，国プロ
等の競争的資金獲得や，企業との共同研究を行う際にいかに知的財産権が重要かというこ
とについて解説し，過去の海外の有名な事例も紹介している。 
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レベル Core 
科目群記号 H 科目群 研究コンプライアンスとリスク管理 
科目番号 12 科目名 研究コンプライアンス及びリスク管理① 
研修時間 85 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 組織マネジメントの観点から研究活動におけるコンプライアンスとリスク管理を理解し，
担当部門と連携して，研究者へアドバイスできる知識とスキルを習得する。 

＜達成目標＞ 
1. 研究活動におけるコンプラインス上の問題やリスクを発見，又は問題発生を未然に

防ぐ知識とスキルを習得する。 
2. 問題のある事案に対して，専門部門や担当者と情報共有又は協働しながら問題解決

やリスク回避に向けた対応ができる。 
3. 研究者に対して適切な助言ができる。 

＜キーワード＞ 
研究コンプライアンス，リスク管理，研究倫理，研究不正行為，研究費の不正使用，研究公
正，個人情報取扱い，生命倫理，動物実験，遺伝子組換え実験，人を対象とした研究，臨床
研究，インフォームドコンセント，データ・情報管理，個人情報保護 

＜内容＞ 
1. 研究活動における研究コンプライアンスとリスク管理 
・基礎知識のアップデートと最近の動向 

2. 事例に基づく解説 
実際に発生した事例の紹介と解説 
・研究不正行為 
・研究費の不正使用 

3. 研究活動におけるリスク管理の手法 
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レベル Core 
科目群記号 H 科目群 研究コンプライアンスとリスク管理 
科目番号 13 科目名 研究コンプライアンス及びリスク管理② 
研修時間 135 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 組織マネジメントの観点から産学連携活動におけるコンプライアンスとリスクを管理を
理解し，担当部門と連携して，研究者へアドバイスできる知識とスキルを習得する。 

＜達成目標＞ 
1. 産学連携活動におけるコンプラインス上の問題やリスクを発見，又は問題発生を未

然に防ぐ知識とスキルを習得する。 
2. 問題のある事案に対して，専門部門や担当者と情報共有又は協働しながら問題解決

やリスク回避に向けた対応することができる。 
3. 研究者に対して適切な助言ができる。 

＜キーワード＞ 
研究コンプライアンス，リスク管理，研究倫理，産学連携活動，共同研究，利益相反，安全
保障輸出管理，生物多様性条約，ABS対応，秘密保持，技術流出，広報管理 

＜内容＞ 
1. 産学連携活動における研究コンプライアンスとリスク管理 
・基礎知識のアップデートと最近の動向 

2. 事例解説 
   実際に発生した事例の紹介と解説 
  ・契約マネジメント 
  ・利益相反マネジメント 
  ・秘密情報管理 
  ・安全保障輸出管理 
  ・ABS指針への対応（海外遺伝資源の取得・利用） 
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レベル Core 
科目群記号 I 科目群 研究広報 
科目番号 14 科目名 広報 
研修時間 55 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 広報・アウトリーチ活動に関する業務を行うために必要は基礎知識を習得する。 

＜達成目標＞ 
1. 基本的な広報戦略の考え方を説明できるようになる。 
2. 依頼内容や職責に沿った広報戦略の企画・立案のサポートができるようになる。 
3. 「広報活動」で活用するメディアの種類と特徴を理解する。 
4. 「広報活動」の評価・効果測定について理解をする。 

＜キーワード＞ 
広報戦略，マスメディア，プレスリリース，制作物・出版物，WEB・SNS，ロジックモデル 

＜内容＞ 
1. 「広報戦略」とは 
2. 広報活動に用いるメディアとその特徴 
3. メディアの活用方法 
4. 広報活動の評価・効果測定 
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レベル Core 
科目群記号 J 科目群 国際化推進 
科目番号 15 科目名 国際化推進 
研修時間 100 分 実施形態 講義 
評価方法 確認テスト（講義とは別に 30 分） 

 
＜概要＞ 
 URA が貢献できる研究の国際化推進の業務について事例に基づき基礎知識を習得する。 

＜達成目標＞ 
1. 所属機関で URAが貢献できる研究の国際化推進の業務項目について理解し実施で

きる 
2. 国際共同研究の創発や推進に求められる手段について理解し提案できる 
3. 所属機関の外国人研究者へ求められる研究支援の内容について理解し提案できる。 

＜キーワード＞ 
研究の国際化，国際共同研究，国際系ファンド，外国人研究者支援，研究者派遣，大学間国
際ネットワーク・コンソーシアム，国際シンポジウム，学術交流協定，海外拠点・オフィス
等 

＜内容＞ 
本科目は<A>国際化推進に関する講義（基礎知識習得）と<B>オンデマンド参加型の教育
LARP(提案行為を実践的に体験)の 2 部構成 
 
<A>国際化推進に関する講義（基礎知識習得） 
1. 研究の国際化業務 

1.1 大学・組織間における研究の国際化 
1.2 研究者間(個人)における研究の国際化 

2. 国際共同研究の創発と推進の手段（ツール） 
2.1 大学間・組織間ネットワークや協定 
2.2 国際シンポジウム・ワークショップ・ミーティング（表敬訪問等含む） 
2.3 海外拠点・オフィス等の活用 

3. 外国人研究者への支援 
3.1 研究者への情報発信と共有 
3.2 学内のネットワーキング 

4. さらなる研究の国際化へ 
4.1 国際科学広報やプレスリリース 
4.2 英語論文執筆に関する支援 
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5. 国際化推進のための組織連携 
5.1 学内にある URA 関連組織以外の国際部署・国際関係担当者との連携 
5.2 国内外の関連機関や団体との連携 
5.3 海外の URA 組織との連携 

6. 考察：URA に求められる素養について 
6.1 国際系業務を担うためのスキル 
6.2 国際系業務を担うための心構え 

7. 参考文献 
 
<B>オンデマンド参加型の教育 LARP(提案行為を実践的に体験) 
 


